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災
害
に
強
い
エ
コ
倉
庫
へ
求
め
ら
れ
る
公
共
性
の
高
度
化

　
倉
庫
業
の
本
質
的
機
能
は
、
大
量

か
つ
安
全
な
保
管
や
、
輸
送
機
関
間

の
効
率
的
連
絡
調
整
な
ど
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
公
共
性
が
高
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
国
内
外
に
お
け

る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

Ｓ
Ｃ
Ｍ

が
進
展
す
る
中
、

倉
庫
事
業
者
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

に
お
け
る
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
問
わ

れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、
そ
の
本
質

的
機
能
を
核
に
、
国
内
外
に
わ
た
り

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
提
供
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
も
と
よ
り
倉
庫
業
の
公
共
性
は
、

社
会
基
盤
を
支
え
る
物
流
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
面
か
ら
認
識
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
わ
け
で
す
が
、
加
え
て
、
近

年
に
お
い
て
は
、
防
災
・
減
災
や
環

境
保
全
の
面
か
ら
も
公
共
性
の
拡

大
、
つ
ま
り
、
そ
の
高
度
化
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
東
日
本
大
震

災
後
の
物
流
は
、
東
北
地
方
を
中
心

に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
や

緊
急
支
援
物
資
輸
送
の
難
航
、
そ
し

て
、
原
発
事
故
に
よ
る
電
力
不
足
な

ど
の
多
く
の
課
題
に
直
面
し
た
こ
と

か
ら
、
改
め
て
倉
庫
業
の
機
能
が
見

直
さ
れ
た
半
面
、
倉
庫
の
防
災
・
減

災
や
環
境
保
全
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
防
災
・
減
災
対
策
と
し

て
、
非
常
用
発
電
機
の
設
置
や
電
気

室
の
高
層
階
へ
の
設
置
な
ど
、
ま
た

環
境
面
で
は
、
倉
庫
屋
根
へ
の
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
や
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明

へ
の
切
り
替
え
に
至
る
ま

で
、
「
災
害
に
強
い
エ
コ

倉
庫
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

倉
庫
施
設
と
い
う
ハ
ー
ド
面
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
倉
庫
運
営
と
い
う
ソ

フ
ト
面
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
大

規
模
自
然
災
害
に
直
面
し
て
も
、
可

能
な
限
り
倉
庫
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
「
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

書
」
策
定
の
動
き
で
す
。
平
常
時
に

お
い
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
準
備
し
、
定
期
的

に
訓
練
を
重
ね
て
お
か
な
け
れ
ば
、

い
ざ
と
い
う
時
に
社
会
的
な
使
命
を

果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本

倉
庫
協
会
で
は
、
先
般
「
事
業
継
続

計
画
書

Ｂ
Ｃ
Ｐ

作
成
の
て
び
き

お
よ
び
モ
デ
ル
」
を
刊
行
し
、
会
員

事
業
者
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
全

国
で
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
会

員
事
業
者
固
有
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
支

援
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
当
協
会
は
、
こ
の
他
に
も
物
流
総

合
効
率
化
法

物
効
法

認
定
取
得

相
談
室
の
設
置
や
環
境
関
連
機
器
導

入
に
関
す
る
助
成
措
置
の
情
報
提
供

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
協
会
活
動
が

「
会
員
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
お
役
に

立
ち
」
「
倉
庫
業
が
社
会
的
使
命
を

果
た
し
」
、
そ
し
て
「
倉
庫
業
界
の

健
全
な
発
展
に
つ
な
が
る
」
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

倉庫業防災・減災・環境保全に対応

　
製
造
業
を
中
心
に
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
が
加
速
し
、
空
洞
化
が
進
む
中
、
厳

し
い
事
業
環
境
に
あ
る
倉
庫
業
界
。
政
府
は
強
い
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的

に
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
を
閣
議
決
定
し
、
物
流
施
策
の
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
る
。
こ
の
中
で
施
策
の
柱
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
日
本
の
物
流
シ
ス
テ
ム
の

ア
ジ
ア
へ
の
展
開
だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
ア
ジ
ア
を
中

心
と
し
た
海
外
に
拡
大
し
て
お
り
、
倉
庫
各
社
も
成
長
機
会
を
求
め
て
、
海
外
に

お
け
る
倉
庫
の
建
設
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
展
開
を
加
速
政
府
が
総
合
物
流
施
策

三井倉庫が建設中のタイの倉庫の完成予想図

各
社
、
施
設
建
設
・
拡
充
へ

倉庫業
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政
府
は
６
月
に
２
０
１
３

―

年
の
物
流
施
策
や
物
流

行
政
の
指
針
「
総
合
物
流
施

策
大
綱
」
を
閣
議
決
定
し

た
。
大
綱
で
は
「
強
い
経
済

の
再
生
と
成
長
を
支
え
る
物

流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
を
掲

げ
、
「
国
内
外
で
ム
リ
・
ム

ダ
・
ム
ラ
の
な
い
全
体
最
適

な
物
流
の
実
現
」
を
打
ち
出

し
て
い
る
。

　
今
後
の
方
向
性
と
し
て

は
、
日
本
の
物
流
シ
ス
テ
ム

の
ア
ジ
ア
展
開
や
国
際
コ
ン

テ
ナ
戦
略
港
湾
政
策
と
連
動

し
た
か
た
ち
で
、
物
流
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
に
よ
り
立
地
競

争
力
強
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。
ま
た
、
荷
主

と
物
流
事
業
者
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
な
ど
関

係
者
の
連
携
の
強
化
も
図
っ

て
い
く
。

　
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災

害
を
受
け
た
安
心
・
安
全
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
は
、
貨
物
車
両
が
通
行

す
べ
き
経
路
を
指
定
す
る
な

ど
適
正
な
道
路
利
用
を
促

進
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確

保
と
物
流
効
率
化
の
両
立
と

し
て
、
輸
出
入
手
続
き
の
簡

素
化
の
推
進
な
ど
に
も
取
り

組
む
。

　
総
合
物
流
施
策
大
綱
は
１

９
９
７
年
か
ら
策
定
さ
れ
、

今
回
で
第
５
次
と
な
る
。
海

外
に
生
産
拠
点
を
移
す
企
業

が
増
え
、
ア
ジ
ア
を
含
め
た

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
深
化
と
物
流
の
構

造
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
し
て
、
物
流
シ
ス
テ
ム
の

海
外
展
開
や
立
地
競
争
力
強

化
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｌ

―
Ｎ
Ｅ
Ｔ

北
東
ア
ジ
ア
物

流
情
報
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

の
ア
ジ
ア
展
開
や
、

関
係
各
国
と
の
政
策
対
話
に

よ
り
、
海
外
展
開
の
環
境
整

備
な
ど
を
進
め
て
い
く
方
針

だ
。

　
総
合
物
流
施
策
大
綱
は
、

関
係
省
庁
が
連
携
し
て
総
合

的
、
一
体
的
な
物
流
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
今
後
は
関
係
省
庁
に

よ
る
推
進
会
議
を
設
置
す
る

計
画
で
、
中
長
期
的
な
見
通

し
を
持
ち
な
が
ら
目
標
を
設

定
し
、
施
策
の
工
程
表
を
作

成
し
て
い
く
方
針
だ
。
ま
た

新
た
に
任
命
さ
れ
た
、
国
土

交
通
省
大
臣
官
房
物
流
審
議

官
が
事
務
局
と
な
っ
て
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ

計
画
実
行
評
価
改

善

方
式
で
進
ち
ょ
く
を
管

理
し
て
い
く
。

　
物
流
の
海
外
展
開
は
総
合

物
流
施
策
大
綱
の
柱
と
な
っ

て
い
る
が
、
倉
庫
各
社
で
も

取
り
組
み
が
加
速
し
て
い

る
。
倉
庫
大
手
の
三
井
倉
庫

は
、
中
期
経
営
計
画
「
Ｍ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
２
０
１
３
」
で
「
ア
ジ

ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
に
お
け
る

成
長
領
域
へ
の
集
中
投
資
」

を
掲
げ
、
事
業
の
拡
大
を
図

っ
て
い
る
。
事
業
戦
略
に
基

づ
き

億
円
を
投
資
し
て
、

現
在
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
中
国
な
ど
で
倉
庫
の
建

設
や
既
存
倉
庫
の
拡
充
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

　
タ
イ
で
は
、
バ
ン
コ
ク
の

市
街
地
か
ら
約

、
ス

ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
空
港
か
ら
約

の
地
点
に
倉
庫
を
建

設
。
タ
イ
最
大
の
港
で
あ
る

レ
ム
チ
ャ
バ
ン
港
に
も
ア
ク

セ
ス
が
良
く
、
今
後
集
積
が

進
む
輸
出
入
関
連
産
業
へ
の

多
様
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
機
能

を
構
築
し
て
い
く
。
敷
地
面

積
約
３
万
２
０
０
０
平
方

、
延
べ
床
面
積
約
１
万
９

２
０
０
平
方

で
、

月
に

完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
や

少
子
高
齢
化
な
ど
、
国
内
の

貨
物
量
の
大
幅
な
拡
大
は
見

込
め
な
い
の
が
現
状
だ
。
そ

の
た
め
倉
庫
各
社
は
、
海
外

に
広
が
る
物
流
の
ニ
ー
ズ
を

取
り
込
む
べ
く
、
倉
庫
の
建

設
な
ど
、
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
大
を
着
々
と
進
め
て

い
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
三
菱
倉
庫

で
は
、
２
０
１
５
年
度
に
売

上
高
に
あ
た
る
営
業
収
益
で

２
５
０
０
億
円
を
目
指
す
新

中
期
経
営
計
画
を
策
定
、
強

み
を
持
つ
医
薬
品
な
ど
を
中

心
に
配
送
セ
ン
タ
ー
業
務
を

強
化
す
る
ほ
か
、
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
業
務
の
拡
充
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
米
国
、
中
国
、
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
の
海
外
拠
点
と
、

日
本
の
物
流
拠
点
と
合
わ
せ

た
国
内
外
一
体
で
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
事
業
を
図
る
。

　
同
社
は
計
画
中
の
３
年
間

で
の
投
資
額
は
、
６
０
０
億

円
を
見
込
む
。
新
た
な
倉
庫

の
建
設
な
ど
物
流
事
業
に
は

２
２
０
億
円
、
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
商
業

施
設
の
開
発
な
ど
不
動
産
事

業
に
３
３
５
億
円
を
投
じ
る

方
針
だ
。

　
さ
ら
に
は
、
東
日
本
大
震

災
以
降
で
は
事
業
継
続
計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
必
要
性
が
高

ま
り
、
企
業
の
文
書
保
存
業

務
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
そ
の

取
り
込
み
も
進
ん
で
い
る
。

例
え
ば
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
方

式
で
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
事
業

を
進
め
る
押
入
れ
産
業

東

京
都
港
区

で
は
、
取
引
先

企
業
か
ら
の
文
書
保
存
業
務

で
の
引
き
合
い
が
継
続
し
て

増
え
て
い
る
と
し
て
、
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
。

　
企
業
内
で
の
文
書
保
存
業

務
を
強
化
す
る
動
き
は
、
中

小
企
業
を
含
め
て
広
が
っ
て

い
る
だ
け
に
、
他
の
倉
庫
各

社
で
も
そ
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
よ
う
と
し
て
お
り
、
サ
ー

ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
大
中

だ
。


